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２０２４（令和６）年度 学校関係者評価委員会 議事録 

 

１） 日 時  ２０２４年６月２４日（月） １４：００～１５：３０ 

２） 場 所  ＹＩＣ情報ビジネス専門学校 ２階講堂、オンライン 

３） 出席者  １２名 

福本 百合江 保護者代表 情報工学科 保護者 

髙村 奈生人 卒業生代表 ビジネス系学科 卒業生 

阪上 誠 企業関係者 株式会社テクノプロ テクノプロ・デザイン社 新卒採用部 部長 

阿部 誉久 職能団体関係者 山口商工会議所 広域ビジネスサポートセンター長 

臼渕 厚史 企業関係者 株式会社山口グランドホテル 代表取締役社長 

兼重 顕治 企業関係者 
医療法人 協愛会 阿知須共立病院 

事務部経営企画室人材開発グループリーダー 

中野 園子 企業関係者 山口県獣医師会の会員獣医師 なかの動物病院 副院長 

井ノ上 隆志 高校関係者 学校法人 鴻城義塾 山口県鴻城高等学校 進路指導部 

中川 達也 学校代表者 本校 校長 

日當 泰浩 学校機能評価委員 本校 事務長 

河津 道正 学校機能評価委員 本校 副校長 

森野 茂弘 学校機能評価委員 本校 教務課長 

  欠席者 なし 

 

議 事 

 （１） 校長挨拶 

 （２） 委員長（議長）選出 

 （３） 議題 

 ２０２３(令和 5)年度 自己点検・評価実施結果について報告 

 ２０２３(令和 5)年度 地域貢献・企業連携・コンテストについて報告 

 （４） 意見交換 

 （５）連絡事項 

 

１．２０２３（令和５）年度の自己点検・評価結果について 

・配布資料の確認 

・学校関係者評価委員会の目的について説明 

・様式の説明、項目の重要度ランクおよび評価基準についての説明 

・２０２３（令和５）年度の自己点検・評価結果について項目ごとに説明し、前回からの改善点を報告 

全委員より、自己点検評価の承認を得た 

 

＜委員の意見と事務局説明＞ 

・レベルアップをするため、法人内各学校において「学校法人 YIC学院 相互自己点検・評価委員会」を開設し、

より厳密に点検し、社会ニーズに対応するように計画した。 

 結果として、前年度より評価ポイントが、下がった項目がある 
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 「１ 教育理念・目標」 

   特筆意見なし 

 

 「２ 学校運営」 

  ①課題 

・資格要件を満たした教職員採用に苦慮している 

  ②今後の改善方策 

・ハローワーク求人や転職サイト求人に追加して、法人内創設「アシスタント教員採用制度」を告知し、募集活

動をする 

 

 「３ 教育活動」 

  ①課題 

・授業シラバス（授業計画書）が更新修正を年数分重ねた結果、整合性が取れていない部分が見受けられた 

  ②今後の改善方策 

・２４年度に、教務課を中心に、整備を行う 

 

 「４ 学修成果・教育成果」 

  ①課題 

・在校生の社会的な活躍及び評価は把握できているが、卒業生分が弱い 

  ②今後の改善方策 

・卒業後３，５年を目途に卒業生アンケート、企業側アンケート実施に向けて、調査研究を行う 

 

「５ 学生支援」 

  ①課題 

在校生やその保護者向け支援体制はあるが、卒業生に対する新しい分野向け教育（オンライン対応など）などは、

実施できていない 

  ②今後の改善方策 

卒業生に対する新しい分野向け教育（オンライン対応など）実施に向けて、ニーズ調査と検討を進める 

同窓会を通じて、告知を行う（継続実施 

 

「６ 教育環境」 

「危機管理マニュアル」は策定しているが「BCP（事業継続計画）」の策定ができていない 

対策 

山口大学や近隣の教育機関の BCP を参考に、素案策定をすすめる 

（継続課題、全国の専門学校では策定していない） 

策定したものは、無理に外部公開しなくてよい 

 

「７ 学生の受入れ募集」 

  ①課題 

 ・統計上、紙面パンフレットより学校ホームページを見て調べる数が増えているので、より分かりやす
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いホームページが求められている 

  ②今後の改善方策 

 ・在校生の意見調査をもとに、法人広報室と連携して、学校ホームページ改定を進める 

「８ 教育の内部質保証システム」 

  ①課題 

 ・８－４改革改善については、２３年度より評価項目に追加したが、改善計画策定には至っていない。 

 よって、評価点が相対的に下がっている 

  ②今後の改善方策 

 ・自己点検後の改善計画策定、実施、検証について、相互自己点検・評価委員会とも連携して、すすめ

る 

  ③特記事項 

 ８－４－３ ～ ６に関しては、エビデンス書類が整っていないため評価１とした。改善そのものは、

行っている 

 

「１０ 社会貢献・地域貢献」 

  ①課題 

 ・学生ボランティア活動は、依頼があった都度、クラス担任や学生会を通して、紹介している程度あり

継続的支援になっていない 

  ②今後の改善方策 

 ・学生会にボランティア部会設立するための調査と設立を進める    

  

 ２．企業連携・社会貢献について 

    ・各学科における活動内容を報告し、今年度の活動も継続して実施予定 

 

３．その他（情報交換） 

以 上 


